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● 今月の 『 細野スケッチ 』 (右の作品名をクリックしてご覧下さい) 「 縄文時代 」 

 

 

 「ミニコンサートのライブ録音をやっています」  
                            上村 統久 

ミニコンサートは、年４回、太田市（太田市立新田図書館）・太田市文化スポーツ振興財団後援で新田音楽

友の会が主催するクラシック音楽を主体とした、演奏会です。 

 新田音楽友の会は、その発足は、レコードコンサートの開催からで、会場、音響設備もそれに適したものとな

っています。しかし、その後、生演奏を聴く会に発展されたようです。私が、この音楽友の会のライブ録音を行

うようになったのは、５年前、新田音楽友の会の方から、現在ミニコンサートを開催しているが、その音の記録

を残したいので録音を専門に担当してくれないかと頼まれたのがきっかけです。 

その時は、音質は二の次、音さえＭＤ（ミニディスク）に入っていればｏｋということで引き受けしまいました。

ところが、音楽友の会の活動状況、並びに、演奏者のプロフィール、演奏を聞く毎に、大変なことを引き受けて

しまったと今でも後悔している。因みに主な演奏者は次の通りです。 

桝川千明（マンドリン） 第18回全日本マンドリン独奏コンクール優勝（尾島出身旧姓福島） 

亀田由美（ピアノ） 武蔵野音大ピアノ科卒、米イリノイ大学音楽学部に学ぶ 

池田美保子（メゾソプラノ） 明大卒、藤原歌劇団合唱部レギュラーメンバー 

長田新太郎（バイオリン） 前群響コンサート・マスタ 

レオニードグルチン（チェロ） 群響、首席チェロリスト 

萩原晴美（ピアノ） 太女、桐朊学園大、PTNAピアノコンペ金賞受賞 

城代さや香（バイオリン） 太田市生まれ、桐朊学園大音楽部演奏科卒、英国王立音楽院入学、学内で 

DipRAM 賞受賞、ドイツ、ポルトガル、万里の長城杯などの各種国際コンクール優勝、最優秀演奏者

賞など受賞 

藪谷幸男（ハーモニカ ）ワールドハーモニカチャンピオンシップ〝９３で優勝等々です。 

 録音した内容は、今は、CD にコピーして、演奏者に贈呈、また新田図書館には貸出用として、その他を含

め１０枚程度、ラベルデザインも含め作成しています。 

 使用中の機材は、マイクロフォンが最大で６本、１６チャンネルのミキシングコンソール、Ａ／Ｄ変換装置、録

音並びに編集用としてパソコンを使用。ポータブルＭＤ録音再生機（パソコントラブル対処用）、編集用Ｓ／Ｗ

と使用機器も膨れ上がった。 

 録音を引き受けてから、５年になりましたが、毎回、録音中はもとより、開始前もいつも緊張する。特にゲネプ

ロ（本番前の音合わせ演奏）の時間が少ない演奏会の場合は、音量調整に特に困るしまた、パソコンがちゃん

と動くか心配になる。安心するのは、編集を完了し、ＣＤに焼いた媒体をステレオにかけた時、お父さん買っ

たＣＤみたいと女房殿の声がかかる時です。 

写真は 演奏後の城代さや香との 

スナップ写真と同演奏会で作成した 

ＣＤです。 

 
 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono2011-01.pdf

